
◆手持ち工事と余裕期間を設定した工事の関係イメージ

◆受注者の手続き等

◆現場代理人

技術者と同様に余裕期間中は配置が不要です。しかし、受注者との連絡手段は確保する必要があります。

最大 ３か月

（契約日） （完了検査）

―

・法定外労働災害保険

（工事開始日）

（契約日）

工事期間

（工事完了）

・工事着手届

・工事着手 ― 工事開始日から30日以内

余裕期間を
設定した工事

（専任を要する工事）

技術者Ａを配置
（専任を要する工事）

手持ち工事

（工事開始日）

（契約日） （工事完了）

工事開始日を保険期間の開始日とする
（工事着手届と同時提出）

・コリンズ登録

【実工期】

　　　　　　　　　　　全体工期

工事開始日から20日以内

工事開始日から1か月以内に収納書提出

―

工事開始日から15日以内（土日祝除き）

【　現場代理人、技術者の従事期間とする　】

―

―

―

―

―・建設業退職金制度

工事開始日から14日以内に提出

余裕期間制度について

契約締結と同時

契約締結後14日以内

契約締結後14日以内

―

・工事開始日届

・前払金

・契約保証

・工事工程表

　　　　　　　　　　　全体工期

【余裕期間】

　　他工事に技術者Ａの配置が可能

【余裕期間】
技術者の配置不要

【実工期】
技術者Ａを配置

参考資料


